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入院中の動物をいつ治療すべきか    

食欲廃絶/食欲低下の期間（入院前に自宅で食欲廃絶/食欲低下があった期間を含む) 
    

5日間: 栄養補助が必要！
経管栄養か経静脈栄養を行ってください。

       
      

       
3～4日間: すぐに食欲が回復しない場合は栄養補助が必要かもしれません。

患者に麻酔をかける場合は栄養チューブの留置を検討してください。
     

    
        
 1～2日間: 給与に関する指示を作成し、毎日の食物摂取量と臨床状況を記録してください。    
         
注：すでに患者に栄養不良が認められる場合は、血行動態が安定し次第、栄養補助を始めてください。
           

入院動物用の計画を作成する       

給与計画を作成します（例：食事、経路、量および頻度）。安静時エネルギー要求量(RER)に達することが目標です。
RERに達するまでに2～3日間を要する場合があります。

1.摂食が可能な場合は、自発的な経口給与または誘導給与を試みてください。
具体的な給与指示書を作成します：｢食品Ｘを4分の1缶分、経口で6時間おきに給与する」（食品名、経路、量、頻度）

       
      

       

2. 食物摂取量をモニタします。もし経口で適切な摂取ができない場合は栄養補助技術が必要になります。  
      
 

入院中の犬・猫のための
給与ガイド  
    

患者が食欲不振もしくは
摂食できない

上部消化管が
機能していない

上部消化管が
機能している

Patient anoretic or
unable to eat

Patient anoretic or
unable to eat

消化管全体が
機能していない

経鼻食道/経鼻胃管 経腸栄養法を
5日以上行う場合

経腸栄養法を
5日以上行う場合

空腸瘻チューブ

患者が栄養不良ではなく
食欲不振が5日以内

患者が栄養不良ではなく
食欲不振が5日以上

開腹手術が必要

開腹手術は不要

非経口の栄養補給が
必要かどうか毎日再評価
する（食欲不振が3～
5日間の場合）

非経口の栄養補給を行う

外科的胃瘻管

経皮内視鏡的胃瘻管
または食道瘻チューブ
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体重* (キログラム)
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安静時エネルギー要求量 
(kcal/1日あたり)  
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*体重は実際の体重を当てはめるが、ボディコンディションスコア（体脂肪評価の指標）のスコアが７以上の場合は最適体重を当てはめること。 

体重* (キログラム) 安静時エネルギー要求量 
(kcal/1日あたり)


